
他学部と連携した多職種連携科目を学部開設当初から開講しています。また、全学共通「多職種連携教育プログラム」を導入しており、看護学

部のテーマ「『地域包括ケア』における保健・医療・福祉のチームアプローチ」に沿って下記科目を履修すると、修了証が授与されます。

グローバルヘルスの視点で学ぶ「国際保健演習」で

は、国際学部に在籍する留学生と交流し、海外の保

健医療事情を知ることができます。また「多職種連

携実践論」では、社会福祉学部の学生とフィールド

ワークや事例検討を行います。多職種連携の知識

を深めることに加え、職種間の考え方の違いなどを

実感することができます。

看
護
学
部 

看
護
学
科

　東
海
キ
ャ
ン
パ
ス

４年間の学習の流れ

看護学部開設時から続く！ 総合大学ならではの多職種連携教育

看護の基本理念を学び
地域理解を深める

１年次

看護の基本技術を
少人数で学ぶ

２年次

多様な実習先に赴いて
確かな実践力を養う

３年次

多職種連携や管理能力を
養い、卒業研究を完成

４年次

看護の理論・歴史や必要な倫理

観について学び、基礎的な看護

技術を身につけます。「基礎ゼミ

ナール」では東海市をフィールドに

調べ学習と発表会を行います。

病気と治療、健康を保つための

仕組み、保健・医療・福祉の制

度を学修。各領域の専門的な看

護の理論を学びます。

各領域の「方法論」で専門領域

（成人・老年・小児・母性・精神・

地域）の看護実践に必要な方

法や実技を学び、後期からは領

域別の臨地実習を経験します。

実習先での経験を振りかえりつ

つ多職種連携能力やマネジメン

ト能力を養います。4年次前期に

卒業研究論文を完成させ、その

後発表会に臨みます。

2年次後期1年次前期 4年次前期

1年次後期

チーム医療
連携演習

4年次後期

ふくしフィールド
ワーク実践

3年次後期

さまざまな実習先で、リアルな
多職種連携の現場を見学・実践

STEP 1 STEP 2 STEP 3 修了証

ふくしと
フィールドワーク

多職種連携論

他の専門職の仕事／役割を理解する
他学部教員によるリレー講義

ヒューマンケア
のための
多職種連携

多職種連携実践論

社会福祉学部の学生とともに学ぶ
フィールドワークや事例検討

各看護学実習 看護統合実習

多職種カンファレンスに参加し、
看護の専門性を追究

学部の垣根を越えて国際交流や多職種連携を実践

他学部生と共同で行う授業や活動を通して多様な価値観を共有する
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1年次 2年次 3年次 4年次
●英語コミュニケーションⅠ～Ⅳ
●基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ
●化学
◎情報処理演習
健康・スポーツⅠ・Ⅱ
日本の歴史
心理学
政治学
哲学
グローバル教養

異文化理解
法と社会（日本国憲法）
社会学
聴覚障害者の理解と支援
知多学
ふくしとフィールドワーク
福祉社会入門
日本福祉大学の歴史
地震と減災社会
ヒューマンケアのための多職種連携

ふくしと減災コミュニティ
福祉の力
知多半島のふくし

●人間の形態と機能Ⅰ・Ⅱ
●生化学
●微生物学
●人間工学
●ストレス心理学
●人間関係論

●病理学
●疾病論（精神系）
●健康管理学
●社会福祉学
●家族社会学

●疾病論
（内科系・外科系・母性系・小児系）
●臨床薬理学
●臨床検査学
●臨床栄養学
●保健行動論
●公衆衛生学
●疫学
●保健医療福祉政策論
●保健医療統計学
◎老年学

ふくしフィールドワーク実践

●：必修科目　◎：全員履修科目　　　　　は臨地実習科目　赤文字は保健師指定科目（定員あり）

３年次後期～４年次前期

●看護学概論(概念・理論・歴史) 
●看護倫理 
●看護管理概論Ⅰ 
●看護技術演習Ⅰ・Ⅱ
●基礎看護学実習Ⅰ

●看護技術演習Ⅲ・Ⅳ
●看護過程演習
●災害看護
●基礎看護学実習Ⅱ 
●成人看護学概論
●老年看護学概論
●小児看護学概論
●母性看護学概論
●精神看護学概論
●在宅看護論
●地域看護学概論
●公衆衛生看護学概論
●公衆衛生看護方法論Ⅰ
●地域看護学実習
●多職種連携論
国際看護論
多職種連携実践論

●成人慢性期看護方法論 
●成人急性期看護方法論 
●老年看護方法論 
●小児看護方法論 
●母性看護方法論 
●精神看護方法論 
●在宅看護方法論 
●老年看護学実習Ⅰ 
●看護学研究方法論 
●卒業研究Ⅰ 

●卒業研究Ⅱ 
●看護統合実習 
●看護管理概論Ⅱ 
看護感染論 
看護教育論 
緩和ケア論 
リハビリテーション看護論 
家族看護論 
統合看護基礎技術演習 
チーム医療連携演習 
国際保健演習 
公衆衛生看護方法論Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
公衆衛生看護管理活動論 
保健医療福祉政策論演習 
公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ

●慢性期看護学実習
●急性期看護学実習
●老年看護学実習Ⅱ
●小児看護学実習

●母性看護学実習
●精神看護学実習
●在宅看護論実習

助産師をめざす私は、4年次の「看護統合実習」で母性領域を選択し、助

産院で約1週間実習。自然な出産を見学して生命の大切さや尊さを再認

識したほか、学生でありながら看護職の一員として積極的に妊婦さんと関

わり、その方の背景や退院後を見据えた看護について考える経験ができ

ました。短期間の実習中に多くの学びが得られるよう懸命に関わってくだ

さった先生方のおかげもあり、関心のある分野の学びを深められました。

吉田 多実さん
2024年3月卒業　愛知県／名古屋経済大学高蔵高等学校 出身

YOSHIDA TAMI

進学先：名古屋学芸大学（別科助産学専攻）




